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　コンバッティヴィティ・ジャージ、敢闘賞とでも翻訳するのでしょうか？日本では多く聞かないジャージです。

ツアー・オブ・オマーンの本部で初めて見ました。ツールやジロのような本格的な山岳が少ないから、ボーナス

タイムつきのスプリント通過順と山岳賞相当の通過順に応じて、ポイントを与えて、累計ポイントが最も多い選

手が着用するジャージとテクニカルガイドにはありました。

仮に、逃げ集団に乗っても、スプリンターチームが牽引すると、ゴール手前であえなく吸収されてしまう。けれ

ども、毎日、ほとんど毎日逃げ続けた選手だけが挑戦できるジャージになります。そんなことできるのでしょうか。

シーズン前半とはいえ平均１５０ｋｍのコースで毎日逃げる体力があるのでしょうか。スプリンターチームは８

名×複数チームで追い込みます。賞として成立するのでしょうか。のこぎりの様なコースプロフィールのステージ

の場合、早い時期から集団がずたずたになる場合もあります。のこぎりのようなコースプロフィールならば、逃げ

る側に多少とも有利だからです、集団で走るのが圧倒的に有利な高速道路を使ったツアー・オブ・オマーンのコ

ースで連日逃げることが出来る選手がいるのでしょうか。こんな疑問を抱えて、第一ステージに向かいました。

何回かに一回しか逃げ切りが成功しないにしても、果敢に逃げを試みる選手は心を動かすものがあります。ゴ

ールまで後僅かでつかまるか逃げ切るかという状況は、何回経験してもはらはらどきどきします。一方、「引くな、

引くな、集団の後に下がって足を溜めろ」とコーチが指示する競走は、見ていて面白いのでしょうか。団子のまま、

何の動きの無いまま平均時速３５ｋｍで平地の競走が進んでしまったら、スポンサーは卒倒してしまうでしょう

やはり、積極果敢に逃げる選手が出てくるような試合の構造にしなければならないということなのでしょう。

下にステージごとの逃げ集団のゼッケンを記入します。

St.1　１５３，１５８，１６３，１７１　　ゴール手前 3kmで吸収

St.2　１５３，　　　　１６５，１７５　　ゴール手前 20kmの丘で吸収

St.3　１４７，１５８，１６３，１７７　　ゴール手前 24kmの丘で吸収

St.4　２５，　　３３、　５６、１５８　　ゴール手前 40kmの頂上スプリント後吸収

St.5　１５１，１５３，１６４，１７８　　頂上ゴールの坂に入って吸収

St.6　２４、　５６、６４、７５、１０８　60km地点で吸収

　　　１０５、１３３、　　　　１７１　　ゴール手前 1kmで吸収

　どんなことに気づきますか。１５０番台、１６０番台、１７０番台の選手が沢山逃げていますね。トップスポー

ツフランデーレン、バルディアーニ CSF、ユナイティッド・ヘルスケアの３チームです。この 3チームはUCIプロ

コンチネンタルチームの選手です。UCIプロチームが競技規則上限の６５％まで参加している試合では　格下扱

いのチームです。個人総合でまともに戦ったら個人総合の賞金２０位の外、スプリント総合でまともに戦ったら、

スプリント総合の賞金５位の外が順当と思われるチームです。そんなチームが少しでもメディアに露出する方法

は逃げて競走を活性化すること。薄弱なチームでも露出する機会が増えてきます。プロコンチネンタルチームを

一生懸命応援しているスポンサーは満足します。そんな選手を作り出すためのジャージなのですね。

　ここから、我田引水、自画自賛、夜郎自大です。

このコンバッティヴィティ・ジャージは 2days race in 木祖村スプリント賞グリーンッジャージとそっくりだ



と気づきました。正確には、木祖村のスプリント賞が、収斂進化のようにコンバティヴィティ･ジャージと同じも

のになったのですね。水中で効率的に活動する進化を進めた結果、魚竜とイルカがよく似た形に進化した例が収

斂進化の例で挙げられます。

競走を前半から活性化して、大集団を一列棒状にして安全にする。大集団が団子状態でのんびり走らせること

はさせない。個人総合成績に関係なく前半から逃げを作って、競走を活性化させたなら、相応の評価がされる。そ

んな目的で設定しているのが、2days race in 木祖村のスプリント賞グリーンジャージです。ツアー・オブ・オマー

ンのコンバティヴィティジャージと同じ形同じ目的の収斂進化の結果です。

2days race in 木祖村 2014ではステージ前半のスプリントでエネルギーを使い尽くしても、完走さえすれば、個

人総合成績で６位に相当する賞金を用意していました。ツアー・オブ・オマーンはどのように評価しているので

しょうか。一番分かりやすい評価が賞金額です。下記に賞金概要を記載します。

　　　　　　ステージ　　　　　　個人総合　　　ポイント､新人賞　　　コンバティヴィティ

１位　　　３６１５　　　　１１，０００　　　１，５００　　　　　　１，５００ユーロ

2位　　　１８０５　　　　　５，５００　　　１，２００　　　　　　１，２００

3位　　　　９０５　　　　　３，５００　　　１，０００　　　　　　１，０００

4位　　　　４５５　　　　　２，０００　　　　　８００　　　　　　　　８００

5位　　　　３６５　　　　　１，３００　　　　　５００　　　　　　　　５００

6位　　　　２６９　　　　　１，０００

7位　　　　２６９　　　　　　　８５０

8位　　　　１８０　　　　　　　８００

9位　　　　１８０　　　　　　　５７０

10～20位　　９２　　　　 　　　３２０

　力の限り逃げて、ゴール手前で潰されても、試合日数の半分の日数、逃げを成功させたなら、個人総合５位より

も高い評価を与えていることになります。格下のプロコンチネンタルチームにとって、おそらく取れないであろ

うゴールスプリントを狙ってステージ成績を狙ったステージ 3位よりも高い評価を逃げ選手に与えていること

になります。新人賞、ポイント賞と同じ評価です。試合を活性化すること、試合を安全にすることに主催者がどの

程度評価をしているか窺い知ることが出来ます。そして結果的に 2days race in 木祖村の選手に対する評価、すな

わち賞金額の配分はフランス人の配分とよく似たものになっています。なぜか少しだけほっとして、そして、にん

まりとしました。来年も、沢山の方の参加をどっさりの賞品を用意して、お待ちしております。

　

　蛇足　

　最終日コミュニケにはチームごとに獲得した賞金額が記載されていました。個人総合優勝を生み出した TEAM

SKYが１８，９３２ユーロで 1位　ステージ 3勝＋ポイント賞のロットベリソルが１３，３９８ユーロで 2位、

コンバッティヴィティ・ジャージを獲得したトップスポーツフランデーレンは４，０１４ユーロで１０位、同じ

くらい逃げたバルディアーニ CSFは３，１７６ユーロで１１位でした。ベルキン、アスタナ、ティンコフ、トレッ

クといったUCIプロチームの獲得賞金額を凌いでいました。


